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１．温泉地の概要 

 

 奥飛騨温泉郷とは、市町村の中で日本一広大な面積を有する岐阜県高山市の北東側に位置

し、平湯温泉・福地温泉・新平湯温泉・栃尾温泉・新穂高温泉の５つの温泉地の総称である。

乗鞍岳を源とする高原川沿い、槍ヶ岳、穂高連峰を源とする蒲田川沿いの段丘に位置し、標

高８００～１，３００ｍ、おおよそ南北に約１８ｋｍの静寂な温泉地である。 

昭和９年に国立公園に指定された中部山岳国立公園の西麓に位置し、平湯温泉の全域と新

穂高温泉の一部は第２種特別地域に指定されており、四季を通じ自然景観が優れた温泉地で

もある。 

平湯温泉には、武田信玄の軍勢が飛騨に攻め入った際に、老猿（白猿）が湯だまりで傷を

癒すのを見て入浴し鋭気を養ったとの伝説があり、江戸時代には、北陸の大名が参勤交代の

道中で疲れを癒した。また、福地温泉には、平安時代、村上天皇がおしのびで湯治に訪れて

いたとの伝説があり、その名残として「天皇泉」の名称がある。新平湯温泉には、元禄３年

（１６９０年）、円空上人が訪れ、湯治をしながら約一年間逗留したと伝えられているなど、

古くから湯治場として栄えている。 

奥飛騨温泉郷は、源泉数、温泉湧出量も多く自然景観に恵まれた温泉地として、昭和３９

年に平湯温泉、昭和４３年には他の４つの温泉地を奥飛騨温泉郷として国民保養温泉地に指

定され、平成２９年からは２つの国民保養温泉地を統合し、奥飛騨温泉郷国民保養温泉地と

して現在まで脈々と受け継がれている。 

近年は新型コロナウイルス感染症の影響から減少しているものの、コロナ禍以前には年間

約６０万人の宿泊客が訪れ、内外国人宿泊旅行客は約９万人となっている。また、温泉の二

次利用も盛んで、養殖、温室、道路の融雪、室内暖房等広く活用されている。 

 奥飛騨温泉郷は、再生可能エネルギーである地熱資源のポテンシャルが高い地域としても

注目されており、現在、５箇所の地熱発電所が稼働し、今後更なる地熱発電開発が計画され

ている。 

また、飛騨山脈（北アルプス）の麓であり、岐阜県側からの登山口として多くの登山者が

訪れると共に、日本列島の形成に関わる地質時代の岩石など、狭い範囲で日本列島の成り立

ちを確認できる非常に特徴的な場所である。一般財団法人

飛騨山脈ジオパーク推進協会では、ジオパークの取組をき

っかけとして「若者が地域に魅力を感じ、地域に誇りを持

ち、地域に住み続けることができる、持続可能な地域」を目

指し取組が行われている。 

 奥飛騨温泉郷を含む高山市は、ユニバーサルデザインの

視点による「高山市誰にもやさしいまちづくり条例」を制定

し、安全に安心して快適に過ごすことのできるまちの実現

を図っている。また、外国人旅行者も多いことから、観光案

内看板を多言語化するなど利便性向上を図っている。 

 

 

飛騨山脈（北アルプス）を望む 
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２．計画の基本方針 

 

奥飛騨温泉郷は、高山市の総合計画に掲げる都市像「人・自然・文化がおりなす 活力と

やさしさのあるまち 飛騨高山」を目指し、松本高山 Big Bridge 構想と奥飛騨温泉郷活性化

基本構想（令和４年３月策定）との整合を図りつつ、環境と調和し、来訪者にとっても安全

で安心、快適に過ごせる温泉地を目指す。 

 その方策として、以下の施策を推進する。 

 

（１）環境との調和を図り魅力と活力にあふれたまち  

豊かな自然環境の保全に取り組み、良好な景観の形成を図りつつ、循環型社会を目指す

ため、源泉等の限りある資源を有効に活用する。また、自然環境との調和を図り、魅力と

活力にあふれた観光地としての温泉地づくりを目指す。 

 

（２）豊かな心を育み健康で暮らせるまち 

伝統文化の保存・継承に取り組むとともに、豊かな人間性や創造性を育み、福祉・保健・

医療等の連携のもと心身の健康づくりを支援する温泉地づくりを目指す。 

 

（３）安全で安心に快適に暮らせるまち 

都市基盤の整備を進めるとともに、情報通信設備等の整備を進める。 

  また、ユニバーサルデザインの視点のもと誰にもやさしい温泉地づくりを目指す。 

 

（４）温泉三養 

温泉本来の物理効果、薬理効果及び転地効果を活かすため、自然環境との調和と景観の

形成による相乗効果を最大限活用し、安易な歓楽地化を防止し、保養・休養・療養の場と

してふさわしい温泉地づくりを目指す。  

平湯の湯（平湯温泉） 足湯ほたるの湯（栃尾温泉） 
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３．自然環境、まちなみ、歴史、風土、文化等の維持・保全等に関する方策 

 

（１）自然環境、まちなみ、歴史、風土、文化等の概要 

奥飛騨温泉郷は、四季を通じ自然景観が優れ   

た温泉地である。周囲の山々は、新緑、夏山、 

紅葉、冬山と四季折々の表情を呈し、夏場は避

暑地であるが、冬場は厳寒の地と化す。新穂高

温泉は、槍ヶ岳、穂高連峰等の登山基地として

も有名である。標高約１，３００ｍの平湯温泉

周辺では、日本の滝１００選にも選ばれた落差

６４ｍの平湯大滝があり、厳冬期には氷結して

氷爆と姿を変える。また、奥飛騨温泉郷は、乗

鞍岳を源とする高原川、槍ヶ岳、穂高連峰等を源とする蒲田川沿いに位置し、水と緑が豊

かな山紫水明の地でもある。 

この地域では古くから伝承されている郷土芸能もあり、新平湯温泉には、岐阜県指定の

重要無形文化財である郷土芸能「鶏芸」が伝承されている。福地温泉には、村上天皇に由

来すると云われている郷土芸能「へんべとり」という獅子舞が伝承され、高山市の無形文

化財にも指定されている。 

 

（２）取組の現状 

中部山岳国立公園第２種特別地域に指定されている平湯温泉及び新穂高温泉の一部は自

然景観が保全され、従来から自主的に景観に配慮したまちづくりに努めてきた福地温泉及

び新穂高温泉の中尾高原は、景観法に基づく高山市景観計画における奥飛騨温泉郷景観重

点区域として指定されており、無秩序な開発の抑制、緑地の保全に努めたまちづくりに取り組ん

でいる。 

また、「メイド・バイ飛騨高山認証制度」により地場産品の開発推進やＰＲ、「高山市地

産地消推進計画」に基づく、生産者と消費者の食を通じた交流促進や地場農林産物の消費

拡大に向けた取組を行うとともに、地域のボランティア団体が周辺の美化清掃活動を展開

するなど自主的な景観保全にも取り組んでいる。 

 

（３）今後の取組方策 

奥飛騨温泉郷では、自然環境、まちなみ、歴史、風土、文化等の維持・保全等を図るた

め、関係機関と調整の上、（２）の取組を継続するとともに、地域の歴史・文化を多言語で

紹介する観光案内看板の整備、登山道の維持管理及び整備、飛騨山椒や米などの高品質な

農産物生産の推進を図っていく。 

ジオパーク構想の取組として、飛騨山脈ジオツアーを企画、開催するなど、ジオツーリ

ズムの持続的な開発、教育活動、保護活動の取組を推進する。 

また、地域が主体となった清掃美化活動、除草活動等を継続し、自然環境の保全に資す 

る。 

冬の平湯大滝 

平湯大滝（平湯温泉） 
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４．医学的立場から適正な温泉利用や健康管理について指導が可能な医師の配置計画又は

同医師との連携のもと入浴方法等の指導ができる人材の配置計画若しくは育成方針等 

 

（１）医師又は人材の配置の状況 

  奥飛騨温泉郷には高山市国民健康保険栃尾診療所があり、医師が地域医療に従事してい

る。また、温泉入浴指導員が９人おり、温泉利用を安全かつ適切に実施できるよう利用者

へ指導を行っている。 

 

  医師 

氏名 専門分野 活動内容 配置年度 

井上 悟 内科 

高山市国民健康保険栃尾診療所 

診察科目：内科、小児科、外科、整形外

科 

平成 12年度

～ 

人材 

資格 人数 医師との連携を含めた活動内容 配置年度 

温泉入浴指

導員 
９人 

奥飛騨温泉郷内において、健康増進

及び疾病予防のための温泉利用を安全

かつ適切に実施できるよう指導。 

平成 16年～ 

 

（２）配置計画又は育成方策等 

  奥飛騨温泉郷では、医学的立場から適正な温泉利用や健康管理について指導を行う医師

を配置し、医学的立場から適正な温泉利用や健康管理について指導が可能な医師との連携

のもと入浴方法等の指導を行う人材を配置することとしており、その計画は、以下のとお

りである。 

  また、一般社団法人日本温泉気候物理医学会が認証している温泉療法医の資格を取得し

活動の充実を図る。 

 

氏名 専門分野 活動内容 配置予定年度 

地域医療統括担当医師 内科 温泉・気候・療養指導 
令和 6年度

～ 

栃尾診療所担当医師 内科 温泉・気候・療養指導 
令和 6年度

～ 

 

資格 予定人数 医師との連携を含めた活動内容 配置予定年度 

温泉入浴指導員 １５人 

奥飛騨温泉郷において、健康増進及び疾

病予防のための温泉利用を安全かつ適切に

実施できるよう指導。指導に当たっては、

必要に応じ、温泉療法医等の助言を受ける。 

令和 6年～ 
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５．温泉資源の保護に関する取組方針 

 

（１）温泉資源の状況 

  奥飛騨温泉郷の源泉数は１００を超えるが、１２本の源泉を抽出し温泉地別に資源の状

況を記載する。源泉のほとんどが、旅館・ホテルに利用されている。 

源泉 
泉温 

(℃) 

湧出量 

(l/min) 
泉質 湧出状況 所有者 利用施設 

平
湯
温
泉 

富貴の湯 ７３.０ ３４８ 単純温泉 動力揚湯 民間 旅館 2施設 

あぼうの湯 ６０.０ ２００ 

ﾅﾄﾘｳﾑ-炭酸

水素塩・塩

化物泉 

動力揚湯 民間 

日帰り入浴 

1施設 

足湯 1施設 

湯の平の湯 ７１.０ ４００ 

ﾅﾄﾘｳﾑ-塩化

物・炭酸水

素塩泉 

自噴 民間 旅館 11施設 

ひらゆの森 ６８.０ ３８０ 

含硫黄-ﾅﾄﾘ

ｳﾑ-炭酸水

素塩・硫酸

塩泉 

動力揚湯 民間 
日帰り入浴 

1施設 

福
地
温
泉 

天裕温泉 ６０.０ ５００ 単純温泉 自噴 民間 旅館 1施設 

三井金属 

1号泉 
７０.０ ２００ 

ﾅﾄﾘｳﾑ-炭酸

水素塩・塩

化物泉 

自噴 民間 旅館 1施設 

新
平
湯
温
泉 

本田 1号泉 ６５.０ ３５０ 
ﾅﾄﾘｳﾑ-炭酸

水素塩泉 
動力揚湯 民間 旅館 5施設 

奥飛騨宝温

泉協同組合

3号泉 

９２.０ １９０ 

ﾅﾄﾘｳﾑ-炭酸

水素塩・塩

化物泉 

自噴 民間 旅館 4施設 

栃
尾
温
泉 

穂高３号泉 ７３.０ ３９０ 単純温泉 

動力揚湯

(ﾎﾞｱﾎｰﾙﾎﾟ

ﾝﾌﾟ） 

民間 

民宿 3施設 

日帰り入浴 

1施設 

足湯 1施設 

新
穂
高
温
泉 

中尾温泉 

1号泉 
７９.０ ２４０ 単純温泉 自噴 民間 

旅館 2施設 

貸別荘 1施設 

蒲田 3号泉 ８０.０ ５００ 

ﾅﾄﾘｳﾑ-炭酸

水素塩・塩

化物泉 

動力揚湯 民間 旅館 4施設 

奥飛観光開

発 2号 
８２.０ ４１０ 単純硫黄泉 動力揚湯 民間 

ﾎﾃﾙ 1 施設 

その他 1施設 
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（２）取組の現状 

  奥飛騨温泉郷における各温泉地の源泉について、現在講じているその保護に関する取組 

の状況は、以下のとおりである。 

源泉 取組 実施主体 実施年度 

平
湯
温
泉 

富貴の湯 

温度、湧出量、水位の現地観測を

年１回実施 
設備所有者 

平成 3年～ 

あぼうの湯 昭和 62年～ 

湯の平の湯 昭和 49年～ 

ひらゆの森 平成 9年～ 

福
地
温
泉 

天裕温泉 
温度、湧出量、水位の現地観測を

年１回実施 
設備所有者 

昭和 51年～ 

三井金属 1号泉 昭和 46年～ 

新
平
湯
温
泉 

本田 1号泉 
温度、湧出量、水位の現地観測を

年１回実施 
設備所有者 

平成 17年～ 

奥飛騨宝温泉協同

組合 3号泉 
昭和 59年～ 

栃
尾
温
泉 

穂高３号泉 
温度・湧出量等の現地観測を年

４回実施 
設備所有者 昭和 47年～ 

新
穂
高
温
泉 

中尾温泉 1号泉 
温度、湧出量、水位の現地観測を

年１回実施 
設備所有者 

昭和 54年～ 

奥飛観光開発 2号 昭和 42年～ 

蒲田 3号泉 
温度・湧出量等の現地観測を年

４回実施 
平成元年～ 
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（３）今後の取組方策 

  奥飛騨温泉郷においては、源泉数及び利用施設が多く、個人管理の源泉も多いため、一 

律的な取組で表すことが困難であるが、温泉資源の保護を推進する必要があるため、実施 

主体と調整の上、（２）の取組を継続する。併せて、温泉資源の保全、効率的・合理的な利 

用の推進のため、各種勉強会等を通じ温泉資源の効果的な利用方法を研究するとともに、 

自動モニタリングの導入を検討するなど後世に温泉を残せるよう、持続可能な温泉地のあ 

り方を検討していく。 

  また、再生可能エネルギーである地熱資源の利用促進に伴い、地熱発電事業者と地域と 

 の共存共栄につなげるよう取組を行う。 

  

新穂高の湯（新穂高温泉） 

奥飛騨温泉郷中尾地熱発電所 

（新穂高温泉） 
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６．温泉を衛生的に良好な状態に保つための方策 

 

（１）温泉の利用に当たっての関係設備等の状況 

  各温泉地において温泉の利用に当たって使用している主な設備及び温泉利用の状況は、 

以下のとおりである。 

 

浴用利用 

温泉地 利用源泉数 浴用利用施設までの設備 利用施設数 

平湯温泉 ２８ 引湯管、揚湯ポンプ、貯湯槽、分湯管 ２３施設 

福地温泉 ９ 引湯管、揚湯ポンプ、貯湯槽、分湯管 １２施設 

新平湯温泉 １９ 引湯管、揚湯ポンプ、貯湯槽、分湯管 ２５施設 

栃尾温泉 ８  引湯管、揚湯ポンプ、中継槽、分湯管  ８施設 

新穂高温泉 ３２ 引湯管、揚湯ポンプ、貯湯槽、分湯管 ３７施設 

計 ９６  
 

 

（２）取組の現状 

  奥飛騨温泉郷の各温泉地において温泉の利用に当たって使用している設備について、現 

在講じている衛生面での主な取組の状況は、以下のとおりである。 

  また、多くの源泉が高温であるため、源泉のままでは浴用として提供できないことから、 

沢水等を加水し浴用に供している。 

設備 区分 取組 実施主体 

源泉 

 

自主的 ・源泉について、浅層地下水が混入しないよう遮

水対策を施工。 

・源泉について、一般細菌、大腸菌群等の検査を

１年に１回実施。 

源泉所有者 

 

引湯管 自主的 ・源泉の引湯管について、バルブ、ドレン等の点

検を不定期に実施。 

源泉所有者 

設備所有者 

揚湯ポンプ 自主的 ・揚湯ポンプについて、点検を不定期に実施。 源泉所有者 

設備所有者 

貯湯槽 条例等 ・すべての貯湯槽について、点検を１年に１回、

清掃及び消毒を必要に応じ実施。 

源泉所有者 

設備所有者 

浴槽 条例等 

 

 

＜浴槽水＞ 

・すべての浴槽について、十分な補給・清浄を保

持。 

設備所有者 
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 ・すべての浴槽について、換水を毎日（循環式浴

槽については１週間に１回）実施。 

・すべての浴槽について、水質検査を１年に１回

実施。 

・すべての循環式浴槽について、塩素系殺菌剤に

より消毒を実施。 

＜浴槽＞ 

・すべての浴槽について、浴槽水の排出後、清掃

を毎日（循環式浴槽については１週間に１回）

実施。 

＜ろ過器＞ 

・すべての循環式浴槽について、逆洗浄及び生物

膜の除去を１週間に１回実施。 

＜集毛器＞ 

・すべての循環式浴槽について、清掃を毎日実

施。 

設備周辺 自主的 ・すべての設備周辺において、清掃を毎日実施。 源泉所有者

設備所有者 

 

 

（３）今後の取組方策 

  奥飛騨温泉郷では、温泉を衛生的に良好に保つため、（２）の取組を継続する。併せて、 

各温泉地の観光協会を中心として、衛生面での意識高揚を図るため、衛生面に関する情報 

交換等を行うこととする。また、施設利用者へ衛生的な利用方法及び入浴方法などの啓発 

活動にも力を入れ、より衛生的な状態を維持できるよう努める。 
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７．温泉地の特性を活かした温泉の公共的利用増進に関する方策 

 

（１）温泉の公共的利用の状況 

奥飛騨温泉郷は、昭和９年に制定された国立公園８箇所の一つである中部山岳国立公園 

の西麓に位置し、四季を通じ自然景観が優れた温泉地である。数多くの源泉があり、湯量 

も豊富で、古くから湯治場として栄えている。 

  また、観光地としても有名で近年は新型コロナウイルス感染症の影響から減少している 

が、コロナ禍以前は年間約６０万人近くの宿泊客が訪れ、内外国人宿泊客が約９万人とな 

っている。 

  温泉の二次利用も盛んであり、養殖、温室、道路の融雪、室内暖房等普段の生活に広く 

活用されている。また、温水プールや観光案内所の床暖房等、公共施設においても温泉熱

を有効活用している。 

 

  近年の奥飛騨温泉郷の利用状況は、次のとおりである。 

 

  ①過去３年間の奥飛騨温泉郷の宿泊者数 

 宿泊者数（人） 

令和２年 ３１３，０００ 

令和３年 ２１１，０００ 

令和４年 ３２１，０００ 

 

  ②直近１年間（令和４年）の奥飛騨温泉郷の宿泊者数 

 宿泊者数（人） 

１月 ２２，０００ 

２月 １９，０００ 

３月 １８，０００ 

４月 １７，０００ 

５月 ２６，０００ 

６月 ２４，０００ 

７月 ２９，０００ 

８月 ４８，０００ 

９月 ２８，０００ 

１０月 ３９，０００ 

１１月 ３０，０００ 

１２月 ２１，０００ 

計 ３２１，０００ 
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（２）取組の状況 

  奥飛騨温泉郷において、温泉の公共的利用の増進を図るため、現在行っている取組の状

況は、次のとおりである。 

 

取組 実施主体 

ホームページ、パンフレットなどに奥飛騨温泉郷の歴史、

効果など温泉情報を掲載し、広告宣伝を行っている。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

湯巡り手形「奥飛騨湯けむり達人」を発行し、温泉施設の

利用促進を図っている。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

毎年６月２６日を「６．２６（ロ・テン・ブロ）」の日とし、

指定露天風呂を無料開放するイベントを実施している。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

高山市のホームページやパンフレットで、奥飛騨温泉郷を

多言語で紹介し、外国人の誘客を図っている。 

高山市 

「オクヒダバギー」「Ｅ-Ｂｉｋｅ」などのレンタルを行い、

奥飛騨温泉郷の自然、魅力を体感できる機会の提供を行うな

ど滞在型の誘客活動に取り組んでいる。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

民間 

「栃尾温泉桜ライトアップ」「福地温泉夏まつり」「新穂高

温泉中尾紅葉ライトアップ」「新平湯温泉タルマかねこおり

ライトアップ」「平湯大滝結氷まつり」「新穂高温泉中尾かま

くらまつり」など地域資源を活かした魅力ある事業を実施

し、年間を通して滞在型の誘客活動に地域ぐるみで取り組ん

でいる。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

 

（３）今後の取組方策 

  奥飛騨温泉郷において、さらに温泉の公共的利用の増進を図るため、温泉地の魅力の 

ひとつでもある豊富な自然環境、歴史、文化等の維持・保全に努めながら、滞在型の健康

保養地としての温泉地を目指すため、（２）の取組を継続するとともに、それらに加え、以

下の取組を進める。 

 

取組 実施主体 

「湯治プランの開発」 

湯治的滞在（連泊）を基本に、滞在者の幅広いニーズに対

応できる体験メニューのプログラム化。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

各宿泊施設 
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「体験・アクティビティのプログラム開発」 

地域の恵まれた素材を活用した新たなプログラムの開発。 

 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

観光事業者 

温泉効用の多言語表記など、飲泉も含めた奥飛騨温泉郷の

温泉効用を分かりやすく周知する方法の検討。 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

各宿泊施設 

高山市 

「ウォーキング・サイクリングと温泉の融合」 

公共露天風呂や足湯を中継ポイントに、歩く事や自転車で

巡ることで地域の新たな魅力を開発。 

 

（一社）奥飛騨温泉郷観光

協会 

各公共温泉施設 

観光事業者 

「温泉熱等を利用した食の開発」 

現在温泉熱を利用した食材として、ドラゴンフルーツ、チ

ョウザメ、すっぽん等があるが、新たに魅力的な「食」を開

発する。 

各宿泊施設 

農水産業事業者 

 

 

８．高齢者、障がい者等に配慮したまちづくりに関する計画 

 

（１）公共の用に供する施設の状況 

  奥飛騨温泉郷における公共の用に供する施設の状況は、以下のとおりである 

温泉地 区分 施設 

平湯温泉 

公有施設 

道路（国道１５８号、４７１号、 

一般県道平湯・久手線、市道） 

公衆用トイレ   ２施設 

公共駐車場    ２施設 

公園       １施設（休止中、再整備予定） 

ビジターセンター １施設（休止中、再整備予定） 

 

民間施設 

宿泊施設    ２０施設 

日帰り入浴施設  ３施設（うち休止中１施設） 

足湯       ４施設 

キャンプ場    １施設 

スキー場     １施設 

バスターミナル  １施設 

観光案内所    １施設 
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福地温泉 

公有施設 道路（市道） 

民間施設 

宿泊施設    １１施設 

日帰り入浴施設  １施設 

足湯       １施設 

新平湯温泉 

公有施設 
道路（国道４７１号、市道） 

文化センター   １施設 

民間施設 宿泊施設    ２５施設 

栃尾温泉 

公有施設 

道路（国道４７１号、一般県道槍ヶ岳公園線、市道） 

公園       １施設 

道の駅      １施設 

診療所      １施設 

民間施設 

宿泊施設     ７施設 

日帰り入浴施設  １施設 

足湯       １施設 

キャンプ場    １施設 

新穂高温泉 

公有施設 

道路（一般県道槍ヶ岳公園線、市道） 

観光案内所    １施設 

公共駐車場    ４施設 

公園       １施設 

民間施設 

宿泊施設    ３３施設 

日帰り入浴施設  ４施設 

ロープウェイ   １施設 

足湯       １施設 

駐車場      ３施設 

 

（２）取組の現状 

  奥飛騨温泉郷において、高齢者、障がい者等に配慮したまちづくりのため、現在行って

いる取組の状況は、次のとおりである。 

温泉地 区分 施設 取組 実施主体 

奥飛騨温泉郷 公有施設 

道路 

ユニバーサルデザインに配

慮した整備 

歩車道の分離化（グリーンベ

ルト・ガードパイプ等） 

道路融雪 

岐阜県 

高山市 

公園 現状特になし 高山市 
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建築物 

観光案内所について、ユニバ

ーサルデザインに配慮した整

備を行い、併設するトイレにつ

いてもオストメイト対応トイ

レ、ベビーチェア等を設置。 

情報通信設備（Wi-Fi）の整備 

岐阜県 

高山市 

看板 

平湯温泉、新穂高温泉に設置

している観光案内看板につい

て、多言語化（英語、簡体字、

繁体字、韓国語）による表記 

高山市 

民間施設 建築物 

ユニバーサルデザインの考

え方に基づき、既存の建物を改

修する際、スロープの設置、段

差の解消 

情報通信設備（Wi-Fi）の整備 

民間 

 

（３）今後の取組方策 

  奥飛騨温泉郷においても、さらに高齢者、障がい者等に配慮したまちづくりを図るため

実施主体と調整の上、（２）の取組を継続するとともに、それらに加え、ユニバーサルデザ

インに配慮した整備を行う。 

温泉地 区分 施設 取組 実施主体 

奥飛騨温泉郷 

公有施設 

道路 誰にもやさしいまちづくりを

推進するため、ユニバーサルデ

ザインに配慮した整備を行う。 

高山市 公園 

建築物 

ICT 

通信環境を充実させるため、

各温泉地において、情報通信設

備等の整備を進める。 

高山市 

民間施設 建築物 
ユニバーサルデザインに配慮

した施設の整備を促進する。 
民間 

 

 

９．災害防止対策に係る計画及び措置 

 

（１）温泉地の地勢及び災害の発生状況 

  急峻な山あいに位置する奥飛騨温泉郷の歴史は、河川の氾濫と土砂災害の歴史でもある。

高原川、蒲田川の源流は、３，０００ｍを越す飛騨山脈（北アルプス）であり、日本有数

の山地荒廃地でもある。両河川流域では幾度となく、洪水、土砂災害が発生しており、大
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正９年には大雨による外ヶ谷、足洗谷で土石流が発生し、新穂高温泉の一つである蒲田地

区では建物１３棟全てが流失し、５００ｍ下流の現在地へ移転を余儀なくされた。昭和２

８年７月には外ヶ谷左岸山腹の大崩壊による大土石流が発生。３名の学童が犠牲となった

災害を契機に、翌２９年５月神通川水系砂防事務所が設置され、高原川（蒲田川合流点ま

で）及び蒲田川流域全域が砂防法第６条による直轄砂防地に指定された。 

近年では、昭和５４年８月に発生した洞谷土石流により、栃尾温泉地区全体を土石流が

襲い、３名の犠牲者が出た。また、人的被害はないものの、平成９年７月梅雨前線豪雨に

より、左俣谷に約３０万㎥の土砂崩壊が発生し、平成１０年８月の台風８号により、左俣

谷穴毛谷では約１０万㎥の土石流が発生している。 

焼岳噴火による災害は、昭和３７年６月の噴火により火口付近の山小屋で負傷者２名が

発生したのを最後に、近年では発生していないが、活火山であり常に噴気を上げている。 

 

（２）計画及び措置の現状 

  現在、災害防止に関し策定している計画及び講じられている措置は、次のとおりである。 

温泉地 計画又は措置 計画又は措置の概要 

奥飛騨温泉郷 

砂防指定地の

指定 

砂防法に基づき、高原川（蒲田川合流点まで）

及び蒲田川流域全域を砂防法第６条による直轄

砂防地として指定され、土砂流失防止のための砂

防施設整備を促進。 

土砂災害警戒

区域の指定 

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対

策の推進に関する法律に基づき、下記のとおり指

定されている。 

単位：箇所 

区域 平湯 福地 新平湯 栃尾 新穂高 

警戒 ６ ６ １６ １７ ２５ 

特別警戒 ６ ６ １５ １２ ２４ 

※土砂災害特別警戒区域については土砂災害警戒区域の内数 

火山対策 

乗鞍火山帯に属する火山があり、うち焼岳、乗

鞍岳については、気象庁による常時観測を行って

いる。平成２６年９月の御嶽山噴火災害を受け、

重点的観測研究を行うこととされ、観測設備整備

が強化されたところである。 

防災体制については、高山市地域防災計画によ

り、関係機関の緊密な連絡調整を図り、防災体制

を整備している。また、１年に１回焼岳噴火警戒

避難訓練を実施し、的確な初動対応および地域住

民の防災意識の向上、有事に備えた官民連携の強

化と避難体制の構築を図っている。 



16 

 

（３）今後の取組方策 

 

   奥飛騨温泉郷において、さらに災害の防止を図るため、実施主体と調整の上、（２）の

計画及び措置に基づく取組を継続するとともに、より一層ユニバーサルデザインに配慮

した取組を進める。 

 

温泉地  取組 実施主体 

奥飛騨温泉郷 

砂防指定地

の指定 

 現在、土砂流失対策と流木対策を推進し

ているところである。近年、異常気象等に

より、土砂災害の発生頻度も高くなってい

ることから、今後については、激甚災害を

軽減すべく、深層崩壊対策を講じるよう検

討していく。併せて、避難経路の安全が確

保できるよう整備を進める。 

・国土交通省 

・高山市 

火山対策 

重点的観測研究の強化により、観測設備

整備が行われたが、観測データの定常的な

処理への対応が必要となっている。関係機

関との連携を図り、リアルタイムでの情報

共有が可能な体制を構築するよう進める。 

また、登山客、観光客等を想定した避難

体制の充実に取り組むとともに、登山届の

提出について啓発を進める。 

・京都大学防

災研究所 

・気象庁 

・岐阜県 

・高山市 

 

 

 



奧飛騨温泉郷 位置図

奥飛騨温泉郷

奥飛騨温泉郷

1／1,000,000 国土地理院電子国土基本図を基に作成



奧飛騨温泉郷 区域図

国土地理院電子国土基本図を基に作成1／120,000

平湯温泉

新平湯温泉

福地温泉

栃尾温泉

新穂高温泉



国土地理院電子国土基本図を基に作成1／15,000

奧飛騨温泉郷 平湯温泉エリア

あかんだな駐車場

アルプス街道平湯

平湯バスターミナル

足湯

平湯民俗館

露天風呂「平湯の湯」

足湯

平湯神社

平湯キャンプ場

足湯

日帰り入浴施設

足湯

ビジターセンター



奧飛騨温泉郷 新平湯温泉、福地温泉エリア

国土地理院電子国土基本図を基に作成1／15,000

昔ばなしの里、福地化石館

露天風呂「石動の湯」

石動神社

福地温泉朝市

足湯

タルマの滝・親水公園

神明神社

奧
飛
騨
ク
マ
牧
場

村上神社



国土地理院電子国土基本図を基に作成

1／15,000

奧飛騨温泉郷 栃尾温泉エリア

露天風呂

「荒神の湯」

県
道
槍
ヶ
岳
公
園
線

足湯

道の駅「奥飛騨温泉郷・上宝」



国土地理院電子国土基本図を基に作成

1／30,000

ビジターセンター

露天風呂

日帰り入浴施設

露天風呂

「新穂高の湯」

北アルプス大橋

新穂高センター

登山指導センター

新穂高ロープウェイ

奧飛騨温泉郷 新穂高温泉エリア

日帰り入浴施設


